
津波碑
周期的に津波に襲われる地域では、慰霊や記録を
残すことを目的に建立された石碑があります。
津波碑と呼ばれています。
津波被害の浸水線上に建立されることが多
く、「ここより下に家を建てるな」などと教訓が
彫られているものもあります。
山田町には明治29年の明治三陸地震津波、昭和
８年の昭和三陸地震津波などの碑があります。

大海嘯記念碑（だいかいしょうきねんひ）

昭和9年建立 田の浜 緑地公園

津波到達地点

津波記念碑（つなみきねんひ）

昭和10年建立 山田 山田八幡宮

地図上の
このマークはなんだろう︖（つなみひ）

2011年の東日本大震災
後、山田ロータリーク
ラブより寄贈された津
波碑が3基建立されまし
た。

一 大地震の後には津浪が来る
一 地震があつたら髙い所へ集まれ
一 津浪に追はれたら何所でも此所
位髙い所へのぼれ

一 遠くへ逃げては津浪に追付かる
近くの髙い所を用意して置け

一 縣指定の住宅適地より低い所へ
家を建てるな

教訓は上記のような内容が多く、裏
面には各地の被害状況の詳細が記さ
れています(文字は表記のまま）
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